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802 驗 o盟 嬋 加 θ舶 に よ る BaeiVltts　sp 、　D −2 キ トサ ナ ーゼ の 高分泌 生 産

く福井 工 大 ・− ）　○住吉 良太 、 由本 志保里 、 草桶 秀夫

繭 的1 我 々 は細菌由来キ トサ ナ ーゼ タ ン．バ ク質の 立 体構造 の 解明 を 目的 に 、

劭 o盟 囎 加 θ晦 に よ る Baci7〜us 　sp ，　D瓊 キ トサ ナ・一一’tiの 高発現系を構築 し 、 その

高分泌 生 産物 か らの キ トサナ ーゼ の 精製 を試み た 。

1方法及 び結果1高分泌 発現用ベ ク ター と して pNY −30i を用い
、 君 sptt　D −2 キ

トサ ナーゼ 遺伝子 を含む プ ラス ミ 1漁 CG3 −61か ら、蟄CG △N41 と geCG △ C−372
を構築 した 。 次い で 、

m ．レ ク トロ ポ レ ー
シ ョ ン に よっ て こ れ らの 構築プ ラ ス ミ ド

を 8 ゐ囎 卿 に導入 した 。 次に 、 キ トサナ ーゼ 遺伝子 C（｝AC −372 をもっ 丑 加 θ曲

に よ っ て 生産 され たキ トサナ ーゼ タ ン パ ク質の 精製を試 み た 。 そ の 結果 、

一
連の

カ ラム ク ロ マ トグラフ ィ
ー

による精製に よ っ て 、 培養液 6 リッ トル か ら 78mg の

キ トサナ
ー ゼ が精 製 され た 。 現在 、 キ トサナ ーゼ 遣伝子 CG △N −4i を もつ 8

加 θ曲 に よ っ て生 産 された．キ トサナ ーゼ の 精製を試 みて い る。
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